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承認 作成 

片浦 和田 



環 境 経 営 方 針 

 

当社は、産業廃棄物処理の収集運搬及びリサイクルを行い、資源の有効活用をするこ

とで、地球環境の保全に貢献したいと考えています。 

また、環境保全など地球環境を総合的に考慮し、循環型社会へ対応できる企業を目指し

活動します。 

 

１．産業廃棄物の削減と環境負荷低減のため、リサイクルのプロを目指します。 

 

２．環境保全、汚染の予防を確実なものとするために、環境保全推進体制を維持し、継

続的改善のための見直しを行います。 

 

３．環境関連の法令およびその他の関連要求事項を順守します。 

 

４．次の項目について、優先的に取り組みます。 

①CO2排出量の削減 

②節水の推進 

③廃棄物の有効利用･資源化の推進 

   ④グリーン購入 

   ⑤お客様へのリサイクル提案およびリユースの促進 

   ⑥地域社会貢献活動の実施 

    

５．当社の経営における課題とチャンスを分析し必要に応じて環境経営方針ならびに 

環境経営目標に反映します。 

 

６．この環境方針を全従業員に周知させ、エコカンパニーとしての意識向上に努めます。 

 

 

２００７年 ４月１日 制定 

２０１３年 ７月１日 改定 

２０２０年１０月１日 改定 

株式会社 丸当 

代表取締役 片浦 菊枝 
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改定 2021年 4月 1日 
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【環境管理責任者／片浦 一幸】 

・環境経営システムを、エコアクション２１の要求事項に基づいて構築運用し、結果を代表者に報

告する。 

【環境管理副責任者／和田 慶一・廣嶋 孝行】 

・環境管理責任者の補佐 

【事務所責任者／山近 定弥】 

・部門が取り組むべき事項「廃棄物のリサイクル・節水・節電」での取り組み事項の統括管理と、

手順書に基づく日々の取組活動の促進 

【運輸部門責任者／渡辺 貴志】 

・部門が取り組むべき事項「車両の軽油使用量削減・廃棄物のリサイクル・節水・緊急事態への対

応」での取り組み事項の統括管理・教育と、手順書に基づく日々の取り組む活動推進 

【構内作業部門責任者／和田 慶一】 

・部門が取り組むべき事項「車両の軽油使用量削減・廃棄物のリサイクル・節水・緊急事態への対

応」での取り組み事項の統括管理・教育と、手順書に基づく日々の取り組む活動推進 

 

【　環境組織図　】

代表者

片浦 菊枝

環境管理責任者兼代表代行

片浦 一幸

環境管理副責任者

和田 慶一

廣嶋 孝行

運搬部門

渡邊 貴志

事務所

山近 定弥

場内作業部門

和田 慶一



1．事業の概要 

1対象事業所名及び代表者氏名 
事業所：株式会社 丸当 本社 

代表者：片浦 菊枝（代表代行：片浦一幸） 

2所在地 

〒322-0017 栃木県鹿沼市下石川 732-22  

3環境管理担当者連絡先 
環境管理責任者：片浦 一幸 
連絡先：ＴＥＬ 0289-72-1561  ＦＡＸ 0289-72-1568  

4従業員数  17名 

5事業内容及び対象範囲（認証・登録範囲） 

（1）事業内容 

□金属スクラップ・切断・プレス加工 

□各種再生原料売買 

□一般廃棄物収集運搬、産業廃棄物収集運搬 

□太陽光発電事業 

（2）対象事業所 

□本社 

6許可の内容 

□産業廃棄物収集運搬業（栃木県 0900043865） 

   ・許可年月日 2021年 11月 19日  

   ・有効期限  2026年 11月 18日 

   ・運搬許可車両       16台 

      2ｔ平 ２台、2ｔパッカー １台、4ｔパッカー 2台、 

      4ｔアームロール ２台、8ｔアームロール １台、10ｔアームロール 2台、 

      8ｔユニック ２台、8ｔヒアブ 1台、10ｔユニック １台 

      15ｔ平 １台、15ｔヒアブ １台 

   ・取扱う産業廃棄物の種類  １５種類 

      燃え殻・汚泥・廃油・廃酸・廃アルカリ・廃プラスチック・ 

      紙くず・木くず・繊維くず・動植物性残さ・ゴムくず・金属くず・ 

      ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず・鉱さい・ 

      がれき類（石綿含有産業廃棄物を含む） 

□一般廃棄物収集運搬業（許可番号 第 86号 ＜鹿沼市指令 2013環 198号＞） 

    ・許可年月日 2023年 6月 1日 

    ・有効期限  2025年 5月 31日 

     ・運搬許可車両       4台・ 

        2ｔ平 2台、2ｔパッカー １台、4ｔパッカー 2台 
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・取扱う廃棄物の種類    4種類 

  1.燃やすごみ  2.資源物（ビン・缶類・紙類・ペットボトル） 

  3.燃やさないごみ 4.粗大ごみ 

 

□第 1種フロン回収業（栃木県第 1-587号） 

    ・許可年月日 2023年 6月 13日 

    ・有効期限  2028年 6月 12日 

    ・フロンの種類 CFC HCFC HFC 

 

□古物商 栃木県公安委員会（第 411050000014号） 

     ・交付 昭和 55年 6月 18日 

 

□計量証明事業所（栃木県第 0504号） 

     ・60t台貫 

 

7事業の規模 

・創    業： 昭和 24年 4月    ・法人設立： 昭和 34年 4月 

・資 本 金：１０００万円      

・売 上 高：第 65期（2022年 10月～2023年 9月）６９８，５９７千円 

第 64期（2021年 10月～2022年 9月）８１６，４９３千円 

第 63期（2020年 10月～2021年 9月）６３２，９８０千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

8処理工程図  
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主
要
機
械
設
備 

機械設備 型式・能力 

スーパーシャーリング 500ｔ・ギロチン式（37ｋｗ） 

トラックスケール 60ｔ・電気抵抗式 

リフマグ付パワーショベル 新 SK260（尿素 SCR）・SK260・SK250 

鉄骨カッター付ショベル SK210 

グラップル付パワーショベル SK70 



 9 処理実績 

   ・産業廃棄物  

         2022 年版（2022.10～2023.9） 

処理方法等 廃棄物等種類 処理量（ｔ） 

産業廃棄物収集運搬 

(木くず) 1642.84 

(がれき類) 17.76 

(金属くず） 15.98 

(燃え殻・鉱さい) 7.06 

(紙くず) 4.05 

(廃プラスチック) 499.92 

(紙くず.繊維くず) 0.54 

ガラス陶器、ｺﾝｸﾘｰﾄ 116.00 

収集運搬合計 2304.15 

 

   ・一般廃棄物 

         2022 年版（2022.10～2023.9） 

処理方法等 廃棄物等種類 処理量（ｋｇ） 

一般廃棄物収集運搬 

 燃やすごみ 111,740 

燃やさないごみ 0 

  

  

  

収集運搬合計 111,740 

 

・有価物 

                 2022 年版（2022.10～2023.9） 

処理方法等 有価物種類 処理量（ｋｇ） 

有価物回収・選別・加工 

金属屑類 9,750,242 

古紙類 590,470 

  

  

売却量合計 10,340,712 

 

 10廃棄物処理料金  

営業時間内であれば、予約なしでいつでも荷受けしております。また、現地引取りのサー

ビスも承っております。（要予約） 

処分の対象物から出来る限り有価物を取り出すという方法を採っていますので、おおむね

金属部品で構成された不用品等は、買取り出来ることが多いので、お気軽に御問合せ下さい。 
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2．主要な環境活動計画の内容 

 

◆化学物質については廃棄物の処理または処分の工程等での使用はありません。 
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取組項目 活動計画 

◆ 省エネルギーに対する取り組み（ＣＯ２の削減及び受託した産廃の収運・処分における環境配慮項目） 

《収集運搬車及び重機の燃費向上》 

収集運搬車：軽油 ／ 重機：灯油、軽油 

・エコドライブの手順周知と実施 

・燃費の算出 

・車両の点検整備を適時実施 

◆ 廃棄物のリサイクル 

《廃棄物のリサイクル率向上》 

リサイクリ率算出 

・分別の実施と周知 

・お客様へのリサイクル提案 

◆ 水使用量の削減活動 

《地下水》使用量の削減 

・地下水使用量計測の実施 

・節水ステッカーを各場所に設置する 

・節水手順の周知 

・雨水の活用 

・凍結防止の対応 

◆グリーン購入 

グリーン購入についての勉強会 

コピーの再生紙購入 

裏紙の利用 

◎古い重機・車両の買換 

 

・環境省の資料を使っての勉強会 

・対象商品のリストアップ 

・裏紙を使える紙を一か所に集めて利用する。 

・今後増えるであろう重機・車両の買換えの際も環境

配慮型の製品を選択する。 

◆お客様へのリサイクル提案 

客先へ積極的にリサイクル提案をすることで、

環境への取組活動に寄与する。 

・問合せ、下見や見積りの段階でお客様へ積極的なリ

サイクルの提案をする。 

 

◆ 従業員への環境教育活動 

勉強会の開催。 

実際の業務に携わりながら、『環境』特にリサイ

クルに関する知識を学び、それをまた業務に反

映できる様な教育の実施。 

・環境方針及び目標に対しての取り組み 

・環境関連法規についての教育実施 

・お客様へリサイクル推進の提案。 

・リユースの促進。 



3.環境活動計画の取組結果と評価 

※購入電力の排出係数は、二酸化炭素排出量の実績データの継続性の為、東京電力の排出係数：0.452を使用する。 

 

➀②について目標達成。③については、今年度、シャーリングの故障によるオーバーホールが予定

より長引いた為、稼働時間が少なく電力使用量が少なかった。その影響で排出 CO2 も減少している。

来期はシャーリングの省エネ運転が課題であったが 2023 年 11 月現在でも稼働できないの状態なので

復旧次第進めて行く予定である。今期の目標は達成。 

➃について前年度から燃やすゴミをサーマルリサイクル処理の産業廃棄物処分場に処理委託するこ

とで目標を達成したが、今期は長期保管帳票類の処分があった為、産業廃棄物のサーマルリサイクル

での処分が出来なかったので前半は燃やすごみ（事業系一般廃棄物）として処分していたが、リサイ

クル率向上の為、1月からシュレッダーした書類も有価（再生）で引き取ってもらう事でリサイクル率

を達成。 

⑤についても現場での分別を強化することで目標を達成することが出来た。 

⑥⑦⑧⑨も例年通り順調に達成することが出来た。 

 ⑩については達成できたが、お客様への提案や社内提案に引取りの効率化・平準化を織り交ぜて活

性化していきたい。 

⑪は前年度同様に行われた。 
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単位 

2022年版の状況 

目標 実績 取組の評価 

➀構内重機省エネ活動（軽油燃費算出） ℓ／h 11.1 11.1 〇 

②収集運搬車省エネ活動（軽油燃費算出） Km／ℓ 4.0 4.0 〇 

③二酸化炭素の排出量 Kｇ-co2 250,000 167,587 〇 

④事務所発生廃棄物のリサイクル（率） ％ 90 91 〇 

⑤現場発生廃棄物のリサイクル（率） ％ 90 91 〇 

⑥地下水の節水と使用量の計測 ㎥ 200 150 〇 

⑦グリーン購入 ％ 100 100 〇 

⑧太陽光発電事業への取組み（発電効率の維持）  
発電効率

の維持 

モニタリング・

メンテナンス

（委託）・掃除 

〇 

⑨お客様へのリサイクル提案 件 

年間 28件

かつ毎月 1

件以上 

年間29件かつ

毎月 1 件以上 
〇 

⑩リユースの促進  

（継続的

なリユースの

確立） 

実績あり 〇 

⑪地域の環境保全活動 年 2回 

会社周辺

の清掃 ・

ゴミ拾い 

2/18・5/17 〇 



【 会社周辺の清掃・ゴミ拾い（2023.2.18、2023.5.17実施 】 

事業所周辺の美化活動を実施している。（２回/年） 

（2021年 1月 15日実施の写真です。） 

 

【 貯めた雨水を利用した散水 】 
廃棄タンクを雨水タンクとしてリユース       フォークリフトで移動しながら構内に散水 

【 猫の森太陽光発電所（49.5ｋｗ×４基） 
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4．次年度の環境活動の取組み内容 

                                       2023.11.1作成 
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単位 

2023年度版の取組 

目標 取組内容 

➀構内重機省エネ活動（軽油燃費算出） ℓ／h 11.1 ・エコドライブ実施、アイドリングストップ 

②収集運搬車省エネ活動（軽油燃費算出） Km／ℓ 4.0 
・エコドライブ実施、運搬ルートの効率化を

推進、車両の点検整備を適時実施 

③二酸化炭素の排出量 Kｇ-co2 250,000 
・エコドライブ・シャーリング復旧後のエコ運

行の実施等 

➃事務所発生廃棄物のリサイクル ％ 90％ ・分別の推進でリサイクル率アップ 

⑤現場発生廃棄物のリサイクル（率） ％ 90％ 

・廃棄物発生時には常にリサイクルを考

えた解体・分別。 

・廃棄物発生の抑制 

⑥地下水の節水と使用量の計測 ㎥ 200 

・地下水使用量計測の実施 

・節水ステッカーを各場所に設置する 

・節水手順の周知 

・凍結防止の対応（漏水対策） 

・雨水の利用 

⑦グリーン購入の促進 

（再生コピー用紙の使用） 
％ 100 

・業者の選定と、対象商品のリストアッ

プ、購入時の選択 

⑧太陽光発電事業への取組み 

（発電効率の維持） 
 発電効率の維持 

・モニタリング・メンテナンス（委託）・

掃除 

⑨お客様へのリサイクル提案 件 年間 28 件 

・社内提案書 

・お客様絵の提案、見積り 

・引取りの効率化・平準化の社内提案 

・引取りマニュアルの作成 

⑩リユースの促進  
継続的なリユー

スの確立 

・排出事業者に確認して、リサイクル原

料を中古品として流通させる。 

・品物 1 つ２つで考えるのではなく、流

れの中で継続的に続けられるようなも

ので考えていく。 

⑪地域の環境保全活動 回 年 2 回 ・会社周辺の清掃・ゴミ拾い 



 ◎中期目標（2022年版～2024 年版） 

2021年11月作成 

＊次回設定は 2024 年 11 月 

 

5．代表者による全体評価と見直しの結果 

 項目 見直し有無 評価コメント 

1 環境経営方針 無 現時点での活動に問題ない 

2 環境活動目標 無 現時点で目標値は妥当であると判断する。 

3 環境活動計画と運用 無 適正且つ円滑に行われている。 

4 実施体制 無 担当者の育成 

5 経営環境システム的な指示 無 今後も世界的に環境への取組が重要視され

る中で、持続可能なリサイクルを経営に結び

付けられるよう運用していく。 

6 全体 無 社員一人一人がエコアクション活動を実践

し、お客様へ還元できるように努力を続け

る。 

7 審査における推奨事項への対応  主な環境関連法規の管理運用についての 

確認を実施。 

2023.11.1実施 
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 単位 2022 年版 2023 年版 2024 年版 

重機省エネ活動（軽油燃費算出）      ℓ／h 11.1 11.1 11.1 

収集運搬車省エネ活動（軽油燃費算出） Km／ℓ 4.0 4.0 4.0 

二酸化炭素の排出量 Kｇ-co2 250,000 250,000 250,000 

事務所発生廃棄物のリサイクル（率） ％ 90％以上 90％以上 90％以上 

現場発生廃棄物のリサイクル（率） ％ 90％以上 90％以上 90％以上 

地下水の節水と使用量の計測 ㎥ 200 200 200 

グリーン購入の促進 ％ 100 100 100 

太陽光発電事業への取組み  発電効率の維持 発電効率の維持 発電効率の維持 

お客様へのリサイクル提案 件/年 28 28 30 

リユースの促進 件/年 1 1 1 

地域の環境保全活動 回/年 2 2 2 



【 今後のエコアクション活動に向けての思い 】 

 

今期を振り返ると、相変わらず続くウクライナ戦争、つい最近（2023年 10月）イスラエルとハマス

の紛争も始まり戦争に発展する可能性も否めない状況です。我が国周辺でも台湾有事、北朝鮮の核開

発問題等のリスクの増大。世界各地で戦争のリスクを抱えております。 

戦争が与える環境への悪影響は、良い方向へ歩み出した世界各国の環境に対する配慮も全て吹き飛

ばしてしまいます。 

そもそも、経済活動と環境保全は真逆の関係にあり、環境ビジネスだけでは経済は成り立ちません。

上手くバランスを保ちながら進めて行かなくてはならないなかで、戦争はそのバランスを大きく壊し

てしまいます。何とかならないものなのでしょか。 

 

さて、そのようななかでも弊社社員一丸となり『 自分たちで出来ることは必ずやりましょう。』

の精神でエコアクション活動は順調に進められたと考えております。 

今後も、環境問題は難しいと認識しつつも社員一同一歩一歩前進していく考えです。 

 

 

 

6．環境関連法規等への遵守状況の確認及び評価の結果 

並びに違反、訴訟等の有無 
 

昭和 24年 4月の創業以来、環境関連法規の遵守に努め、現在まで違反及び当局からの環境に関す

る指摘はございません。 

また、平成 14年 5月に現在の敷地へ移転してから、地域住民等からの苦情・訴訟等もございませ

ん。 

 

 

（主な環境関連法規） 

①環境基本法 

②廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

③栃木県生活環境の保全等に関する条例 

④フロン排出抑制法 

⑤家電リサイクル法 
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